
【公益社団法人船橋市清美公社】 団体の概要 

作成基準日：  令和５年３月３１日 

１ 基本情報 

代表者名 理事長 金子 公一郎 設立年月日 昭和４３年７月１日 

所在地 船橋市潮見町１６番７ 所管課 環境部クリーン推進課 

資本金等 40,000千円 うち市出資金 40,000千円 市出資割合 100.0％ 

設立目的 廃棄物の処理等環境衛生事業を行い、市民生活の向上に寄与することを目的とする。 

 

２ 役職員 （単位：人） 

 区分 人数 うち市派遣等 うち市 OB 

役員（監事含む） 常勤 2 0 2 

非常勤 3 1 1 

職員 常勤 156 0 0 

非常勤 0 0 0 

 

３ 財務概況（決算額）※株式会社は、（）内の項目 （単位：円） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

経常収益（売上総利益+営業外収益） 1,125,549,841 1,126,030,855 1,112,776,384 

経常費用（販売費及び一般管理費+

営業外費用） 
1,069,304,279 1,089,192,056 1,068,176,262 

当期経常増減額（経常利益） 56,245,562 36,838,799 44,600,122 

資産合計 1,271,181,689 1,237,221,248 1,272,063,897 

負債合計 342,611,775 280,226,836 261,936,925 

正味財産合計（純資産合計） 928,569,914 956,994,412 1,010,126,972 

市補助金 0 0 0 

市委託料 745,449,061 754,692,310 749,879,300 

 

４ 主要な実施事業 ※事業費は令和４年度（前年度）決算額（単位：円、％） 

事業名 事業内容 事業費※ うち市支出 依存率 

船橋市し尿収集運搬 し尿の収集及び運搬 126,084,716 125,000,000 99.1  

浄化槽汚泥収集運搬 浄化槽汚泥の収集及び運搬 66,484,554 8,137,150 12.2 

脱水汚泥等収集運搬 脱水汚泥等の収集及び運搬 17,558,467 15,421,000 87.8 

駅前清掃 駅前等の路上等のごみの収集・運搬等 22,445,756 20,280,000 90.4  

西浦下水処理場運転管理 下水処理場運転管理 194,232,488 194,232,488 100.0  

公共下水道管渠管理 下水道管渠維持管理 191,806,735 191,806,735 100.0  

監視センター排水機場点検

事業 

監視センター、排水機場点検 93,352,146 93,352,146 100.0 



事業名 事業内容 事業費※ うち市支出 依存率 

浄化槽保守点検 浄化槽の保守点検 46,506,901 15,531,900 33.4 

浄化槽設備等工事 浄化槽設備等の工事 44,070,432 3,810,800 8.6 

給排水設備等清掃 下水関連工事、浚渫、清掃等 121,382,009 36,770,500 30.3 

下水処理場運転管理 高瀬、潮見町暫定、市場処理場運転管理 51,735,358 0 0.0  

 

５ 情報公開 

HPアドレス http://seibikosya-funabashi.com/ 

公開情報 ■定款 ■役員名簿 ■財務状況 □職員数・職員給与 

公開情報はHPで公開しているものを■とすること。 

 

６ 共通指標 （単位：％） 

 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

自立性 補助金依存率 0.0  0.0 0.0 

受託事業収入率 66.0  66.4 66.6 

自主事業比率 26.6  33.0 32.9 

効率性 人件費比率 80.9  79.0 80.6 

管理費比率 1.1  1.1 1.2 

安全性 自己資本比率 73.0  77.4 79.4 

流動比率 289.7  336.2 349.2 

固定長期適合率 66.4  71.0 67.9 

＜各指標の算出方法＞ 

補助金依存率：（市補助金収入/総収入）×100 受託事業収入率：（市受託事業収入/総収入）×100 

自主事業比率：（自主事業費/事業費）×100 人件費比率：（人件費/総支出）×100 

管理費比率：（一般管理費/総支出）×100 自己資本比率：（自己資本/資産合計）×100 

流動比率：（流動資産/流動負債）×100  

固定長期適合率：｛固定資産/（自己資本＋固定負債）｝×100 

＜各指標の基準＞ 

補助金依存率：より低い方が好ましい    受託事業収入率：より低い方が好ましい  

自主事業比率：より高い方が好ましい    人件費率：より低い方が好ましい 

管理費比率：より低い方が好ましい     自己資本比率：より高い方が好ましい 

流動比率：２００％以上が好ましい   固定長期適合率：１００％未満が好ましい 

 

７ 市による評価結果 

経営状況についての予備的診断 A 
A：経営努力を行いつつ事業を継続 B：経営改善が必要 

C：抜本的な経営改善が必要 

今後の方向性 し尿収集事業については、引き続き実施していくべきである。また、下水道関連事業

の強化と生活関連事業の拡充が肝要である。 


